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⚑．背景と目的
令和元年産のバレイショ収穫量は全国で約 240 万






2020）。2020 年産春植えバレイショの 10 a あたり収
量は道内平均で 3.6 t を記録し，これは都府県の
2.0 t を大きく上回る（農林水産省 2021）。本学の位
置する石狩は，バレイショの生産面積こそ 645 ha
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土）に従い，窒素，リン酸，カリそれぞれ 8 kg/10 a，
















くずいも，S，M，L，2 L，3 L はそれぞれ，20 g 未
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図 1 2019，2020 年に共通の試験区画
株間 30 cm，畝幅 70 cm とした。黒塗り位置の中央 10 株を収量調
査対象とした。
満もしくは緑化塊茎，20～69 g，70～119 g，120～
189 g，190～259 g，260 g 以上の塊茎とした。くず
いもならびに S イモを規格外とし，M～3 L までを
規格内として規格内収量を算出した。
塊茎デンプン含有率の推定




42 亀 岡 笑・義 平 大 樹 43北海道中央部の灰色台地土における生食用バレイショの安定多収栽培
図 2 浴光育芽の様子
（a，b）FE05 ガラス温室での浴光催芽の様子（2019 年）。（c）浴光育芽を終えた植え付け直前のバレイショ塊茎（2019 年）。
2019 年⚔月 23 日～⚕月 14 日（21 日間）実施。（d）浴光育芽を終えた植え付け直前のバレイショ塊茎（2020 年）。2020 年⚔月
21 日～⚕月⚘日（17 日間）実施。
表 1 バレイショ 3品種の生育ステージ推移と主要栽培管理実施日









浴光育芽 4月 23 日～5月 14 日（21 日間） 4月 21 日～5月 8日（17 日間）
植付け日 5月 14 日（品種共通） 5月 8日（品種共通）
萌芽期 5月 31 日 5 月 29 日 5 月 26 日（品種共通）
半培土 6月 11 日（品種共通） 6月 5日（品種共通）
本培土 6月 18 日（品種共通） 6月 12 日（品種共通）
着蕾始期 6月 15 日 6 月 14 日 6 月 12 日 6 月 12 日
開花始期 データなし 6月 25 日 6 月 19 日 6 月 21 日
開花期 データなし 6月 30 日 6 月 28 日（品種共通）
開花終期 7月 16 日 データなし 7月 14 日 7 月 17 日
茎葉黄変期 データなし 7月 28 日 7 月 28 日



























































未取得）。2020 年は 2019 年に比べて茎葉部が過繁
茂ぎみであった（データ省略）。2019 年，2020 年と
もに疫病発生個体は認められなかった。
44 亀 岡 笑・義 平 大 樹 45北海道中央部の灰色台地土における生食用バレイショの安定多収栽培
表 2 疫病防除薬剤の散布日程
散布日
薬剤製品名 成分内容 希釈倍率 散布量（L/10 a）2019 年 2020 年
6 月 26 日 6 月 25 日 ジマンダイセン マンゼブ…80.0％ 500 倍 200
7 月⚓日 7月⚓日 リライアブル フルオピコリド…5.5％プロパモカルブ塩酸塩…55.5％ 1000 倍 200
7 月 17 日 7 月 17 日 ホライズン シモキサニル…30.0％ファモキサドン…22.5％ 2500 倍 200
7 月 31 日 7 月 31 日 プロポーズ ベンチアバリカルブイソプロピル 5.0％TPN 50.0％ 1000 倍 200
8 月 15 日 8 月 12 日 ライマン シアゾファミド…9.4％（w/w）[10.0％（w/v）] 1000 倍 200












2019 年は，粗反収は 2020 年と比べて全品種で低
い値を示したが，一方で規格内率は 2020 年に比べ
て全品種で高い値を示し，規格内反収は全品種で江
別市平均（2017 年）の 3.6 t/ha を上回った。2020




















































にて実施し，それぞれ 21 日間と 17 日間の期間で芽
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表 3 バレイショの収量調査結果，デンプン含有率，疫病防除結果









2019 キタアカリ 4.9 4.2 93.6 17.0 0.0
メークイン 5.0 3.9 83.7 16.3 0.0
男爵薯 3.9 3.8 89.5 15.7 0.0
2020 キタアカリ 6.2 4.9 79.0 16.1 0.0
メークイン 6.4 3.5 54.5 15.3 0.0
男爵薯 6.7 5.7 84.9 14.7 0.0
Y ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ －
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植付け期 圃場に種イモを植え付けた日 4月下旬～5月上旬 浴光催芽
萌芽期 植付けした 40～50％が萌芽した日 ストロン伸長開始（10～15 日程度） 5月下旬～6月上旬 半培土
着蕾期 着蕾した株が全体の 40～50％に達した日 塊茎形成開始（1週間程度）
→塊茎肥大・デンプン蓄積開始
6月中旬 本培土
開花始 始めて開花を確認した日 6月下旬 疫病防除開始
開花期 開花した株が全体の 40～50％に達した日 これ以降疫病罹患リスクが高まる 7月上旬
終花期 ほとんど全部が落花した日 茎葉の生育停止 7月中旬
茎葉黄変期 ほ場全体の茎葉が 80％黄変した日 デンプン価が最大値に達する 8月中旬






































































https: //www. data. jma. go. jp/gmd/risk/obsdl/
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Summary
In 2019 and 2020, key cultivation managements such as sprout raising by isolation, ridging and chemical
spraying based on records of achievements at each growth stage were conducted in the potato fields in Rakuno
Gakuen University, which belongs to the grey upland soil in central Hokkaido. As a result, productivity (t/ha) of
three varieties of potato (cv. Dansyakuimo, cv. Kitaakari and cv. May Queen) have almost achieved the average
productivity of Ebetsu City (3.6 t/ha). In 2020, due to high temperature and dryness during the tuber bulking
period, secondary growth of sprouting type was observed in cv. May Queen. In order to reduce the secondary
growth, the use of organic matter to increase water retention is considered to be effective. In order to achieve
stable and high yields of potato with good quality, it is necessary to follow the main points of cultivation
managements and to systematically apply organic matter to the soil.
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